













































































动事宾语句     结果宾语句     致使宾语句      对象宾语句    
（典型受事宾语句） 










































「現在進行形の被字句」     正在被……、被……着 
「完成形被字句」          被……了 






張(2004 年）の論説には 98 例の典型的な受け手目的語が挙げられ、
うち動事目的語が 40 例、使役目的語が 23 例、結果目的語が 35 例。本
稿のリトマス形式に対する適合可否状況は下記の[表 1]のごとくまと
                                                        
2 リトマス形式： ある文法特徴を確認するための検証形式 
25 
められる。 




現在進行形 完成形 将来形 
無条件 有条件 無条件 有条件 無条件 有条件 
动事（40） 2 1 11 22 5 14 
使役（23） 0 1 4 5 2 0 










40 例と結果目的語 40 例を抽出し、同じ検証方法で統計した結果を下
記の表 2 にまとめた。      
                 
表 2「漢語動詞用法词典」 
（無作為に使役目的語、結果目的語を 40 例ずつ抽出） 
リトマス
目的語 形式
現在進行形 完成形 将来形 
無条件 有条件 無条件 有条件 無条件 有条件 
使役（40） 0 0  5 2 3 2 


































































































動作者の行為                          
＜時間軸＞           始点             終点 
結果目的語が表すモノの変化過程     始点终点                 
 
                      発話視点 
     
3.3.１.「生産物＋被＋Ｖ＋了」は成立しない 
盖房子          *房子被盖了。    ？家が建てられた。     
叠飞机          *飞机被叠了      紙飛行機が折れた。 


































Q: 对方怎么了？ （先方はどうかしたの？） 




Q 房子怎么了？  （家がどうかしたの？） 
A:（結果目的語）＊房子盖好了  (家が建てられた。) 
しかし、“房子”を動事目的語として扱えば回答可能となる。 
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